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子会社（トッキ株式会社）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

キヤノン株式会社は、子会社であるトッキ株式会社（コード番号 9813、JASDAQ）が、平成 20 年 10
月 23 日開催の取締役会におきまして、平成 20 年７月 23 日付「平成 20 年６月期 決算短信」に

て発表いたしました平成 21 年６月期（平成 20 年７月１日～平成 21 年６月 30 日）の業績予想を

別添資料のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 
なお、本件によるキヤノン株式会社の連結業績予想の変更はありません。 

問合せ先 常務取締役経理本部長 

 大澤 正宏 

 (TEL.03-3758-2111) 

会社名 キヤノン株式会社 

代表者名 代表取締役会長 

 御手洗 冨士夫 

コード番号 7751 

上場取引所（所属部）

 

東京、大阪、名古屋（以上第一部）

福岡、札幌 
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平成20年10月23日 

各    位 

 会 社 名 ト ッ キ 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 津上 晃寿 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９８１３）  

 問合せ先 取締役執行役員       

 財務経理統括部長 新保 俊二 

 電 話 ０３－３５５１－３１５１ 

 

 

平成21年６月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 当社は、平成20年10月23日開催の取締役会におきまして、平成20年７月23日付当社「平成20年

６月期 決算短信」にて発表いたしました平成21年６月期（平成20年７月１日～平成21年６月30

日）の業績予想を下記のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

（金額の単位：百万円） 

１．平成21年６月期 連結業績予想の修正 

（１）平成21年６月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正 

    （平成20年７月１日～平成20年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回発表予想（Ａ） ５，０００ ２０ １５ １０

今回発表予想（Ｂ） ５，０００ １７０ １８０ １０

増減額（Ｂ－Ａ） ０ １５０ １６５ ０

増減率 ０ ７５０％ １，１００％ ０
（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成20年６月期第２四半期） 
２，９７０ △４８９ △５４０ △４７０

 

（２）平成21年６月期通期連結業績予想数値の修正 

   （平成20年７月１日～平成21年６月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １３，０００ １４０ １３０ １２０

今回発表予想（Ｂ） １３，０００ ２９０ ２９５ １２０

増減額（Ｂ－Ａ） ０ １５０ １６５ ０

増減率 ０ １０７％ １２６％ ０

（ご参考）前期実績 

（平成20年6月期） 
６，６１０ △７５０ △７９９ △６５６

 

 

 

 



2 

２．平成21年６月期 個別業績予想の修正 

（１）平成21年６月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正 

   （平成20年７月１日～平成20年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回発表予想（Ａ） ３，１００ １５ １２ ８

今回発表予想（Ｂ） ３，１００ ２２０ ２３０ ６０

増減額（Ｂ－Ａ） ０ ２０５ ２１８ ５２

増減率 ０ １，３６６％ １，８１６％ ６５０％
（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成20年６月期第２四半期） 
１，０１８ △４７６ △５２９ △４６２

 

 （２）平成21年６月期通期個別業績予想数値の修正 

   （平成20年７月１日～平成21年６月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ９，２００ １２０ １１０ １００

今回発表予想（Ｂ） ９，２００ ３２５ ３３０ １７０

増減額（Ｂ－Ａ） ０ ２０５ ２２０ ７０

増減率 ０ １７０％ ２００％ ７０％

（ご参考）前期実績 

（平成20年6月期） 
２，９７１ △７５１ △８０４ △６５７

 

 

３．業績予想の修正理由について 

（１）第２四半期累計期間業績予想の修正理由 

売上高につきましては、当初予想と変わらないものの、特に大型装置におけるＶＥ設計改革活

動と原価低減活動などの成果によって、売上原価率が当初予想以上に低減する見通しが立ちまし

た。 

この結果、営業利益は当初予想より１億50百万円改善し、１億70百万円、経常利益は当初予想

より１億65百万円改善し、１億80百万円となる見込であります。 

当期純利益に関しましては、本日付「特別損失の発生に関するお知らせ」にてお知らせした通

り、貸倒引当金１億57百万円等を特別損失として計上するものの、上記の営業利益並びに経常利

益の増加によって吸収し、当初予想通りの10百万円となる見込みであります。 

 

（２）通期業績予想の修正理由 

上記と同様の理由によります。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因により上記の業績予想数値と異なる可能性があり

ます。 

 

 

以 上 


	【和文表紙】Canon20081023J.pdf
	08_10_23_業績予想修正

